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東北大学大学院医学系研究科 医学情報学
東北大学病院 メディカルITセンター

中山 雅晴

FHIRに対する期待と課題

私が発表する今回の演題について

開示すべきＣＯＩはありません。

演題名： FHIRに対する期待と課題

筆頭演者名：中山雅晴

第39回医療情報学連合大会
ＣＯＩ開示
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公募シンポジウム2
次世代規格FHIRで広がる可能性
11月23日（土）9:00-11:00A会場

座長： 中山雅晴（東北大学大学院医学系研究科医学情報学分野）
木村映善（国立保健科学院）

FHIRに対する期待と課題
中山雅晴（東北大学）

HL7®FHIR®とは何か？
塩川康成（キヤノンメディカルシステムズ株式会社）

医療情報統合を目的とした情報基盤整備とHL7 FHIRを利用した情報活用の展望
田中良一（岩手医科大学）

HL7 v2.5インターフェースおよびSS-MIX2への持続的変更がFHIRへの適合を促進し
た事例
鳥飼幸太（群馬大学医学部附属病院）

FHIRを最大限活用できる方法論とは– リソースの仕組みを活かす
木村映善（国立保健医療科学院）

FHIR 研究会

中山雅晴 東北大学大学院医学系研究科 医学情報学分野

岡田美保子 一般社団法人医療データ活用基盤整備機構

上中慎太郎 インターシステムズジャパン株式会社

木村映善 国立保健医療科学院保健医療情報管理研究分野

塩川康成 キヤノンメディカルシステムズ株式会社

武田理宏 大阪大学大学院医学系研究科医療情報学

土井俊祐 東京大学医学部附属病院 企画情報運営部

鳥飼 幸太 群馬大学医学部附属病院 システム統合センター

美代賢吾 国立国際医療研究センター 医療情報基盤センター

since 2019.7
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① 新たなユースケース、あるいは既存情報資産との併用を意識し、こ
れら情報の姿をFHIR Profileで表現することを目標に、そのProfile設
計に必要な技術、仕様について課題研究会で勉強会を開催する。

② 地域医療連携システムでFHIRを利用していくための要件について検
討する。既存の規格との互換性、およびデバイスやWebアプリとの連
携についてFHIRでモデリングする。その他、電子処方箋や調剤録の
Webサービスによるデータ交換の検討など、幅広く検討する。

③ FHIRの事例に関する諸国の事例を調査し、総説の形でまとめて報
告する。

④ 医療情報学会、医療情報技師育成部会に関連する研究会・学術集
会において「FHIR」に関するシンポジウム、セミナー等の開催。但し、
規格の解説でなく、FHIR規格の国内適用に関する話題、課題を中心
に扱う。

研究会の役割

http://fhir.jp/
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容易かつ迅速に

医療情報の

相互運用性を高める

データの集まり

FHIR

FAST

Healthcare

Interoperability

Resources
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2014 – The Argonaut Project
a market-driven FHIR accelerator to develop industry consensus
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PUBMEDに見るFHIR論文数の推移
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FHIRの利点

FAST

理由 ① RESTfulで使いやすい

② JSON、XMLなど視認性のよい
データ形式

その他
• オープンソース
• ドキュメントやツールが多数
• HL7会員でなくても使って良い

③ ８０％ルール＋extension

例えば・・ 取り出すだけならとても簡単
http://mimic.fhir.org/r4/Patient/30831

Server Type ID
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検索例

名前は？ /Patient?name=eve
性別は？ /Patient?gender=female
採血結果は？ /Observation?code=loinc|1234-1
病歴 /Condition?code:text=headache

・・・どれがどこにある？

血圧： Observation
家族歴： FamilyMemberHistory
処方： MedicationRequest

Resourceの中から探し出す

http://www.hl7.org/fhir/
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Resourcesの種類
• Patient

• CapabilityStatement

• StructureDefinition

• OperationDefinition

• CodeSystem

• DomainResource

• ValueSet

• Binary

• Bundle

• OperationOutcome

• Parameters

• Observation

• Resource

Normativeが増えていく

http://www.hl7.org/fhir/resourcelist.html

FHIRサーバーからクライアントへ
やり取りするリソース

患者さん

どの施設で

誰が

結果報告

オーダー

観察項目

Bundle
で送る
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重要なこと

• Identifier
システムとID

• CodeableConcept
コード体系と紐付いたコード

• Quantity
値と単位
コード体系

• Reference

決まり事を決めないといけない
日本におけるプロファイル
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サブワーキンググループで検討

SWG1 Infra-基盤

SWG2 Diag-オーダー診断

SWG3 Person-個人

SWG4 Ptcare-ケア

SWG5 Pharma-薬剤

SWG6 Vocabulary-用語

SWG SSMIX

ＥＨＲ（HIE）：
Electronic Health Record

（Health Information Exchange)

ＰＨＲ：
Personal Health Records
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アプリケーション例

バイタル：体温

computable

human readable

FHIRの利点
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FHIRを介して期待すること

1） SS-MIX2のデータ活用 多施設からのデータ

EHR・HIEとしての連携

2)  SS-MIX2拡張ストレージなど、今までカバー
されていなかった範囲のデータ連携

3) 個人バイタル情報の統合 PHRとの連携

4) 統計ツール、AIツールとの連携

データが統合され、アプリケーションもオープン
ソースで容易に作れ、AIツールとの連携も可能

活用するためにやるべきこと

• 日本版プロファイルを定める

• Identifier

• コード体系を含めた標準化対応

• OAuth2などの認証機能

• Validation

• 管理・維持機能
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